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12月は｢オール東京滞納STOP強化月間｣ 区では、都や都内全区市町村と連携して税の徴収対策を強化しています。［特別区民税の納

付］納税課収納推進係☎3647-2063、℻3647-8646［特別区民税の納付相談］納税課徴収第一・第二係☎3647-4153、℻3647-8646

�
月
�
日
︵
火
︶
・
�
日
︵
水
︶

に
常
設
展
示
室
を
特
別
開
館
し
ま
す
︒

江
戸
庶
民
の
正
月
飾
り
に
加
え
︑
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
開
催
し
ま
す
︒

○
獅
子
舞

▢時
�
月
�
日
︵
火
︶
・
�
日
︵
水
︶

午
前

時
～
︑
午
前

時
半
～
︑
午

10

11

後
�
時
～
﹇
出
演
﹈砂
村
囃
子
睦
会

○
江
戸
独
楽
曲
芸

▢時
�
月
�
日
︵
火
︶
午
前

時
～
︑

11

午
後
�

時
～
﹇
出
演
﹈麻
布
十
兵
衛

︵
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
街
か
ど
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
︶

○
太
神
楽

▢時
�
月
�
日
︵
水
︶
午
前

時
～

11

﹇
出
演
﹈鏡
味
初
音

○
新
春

箏
曲
の
調
べ

▢時
�
月
�
日
︵
水
︶
午
後
�
時
～

﹇
出
演
﹈牡
丹
会

※
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
物
を
予

定
し
て
い
ま
す
︒

※
い
ず
れ
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶
※
中

50

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

﹇
観
覧
料
割
引
﹈
�
月
�
日
︵
火
︶
・

�
日
︵
水
︶
に
限
り
︑
和
服
で
来
館

の
方
︑
深
川
七
福
神
め
ぐ
り
の
ご
開

帳
で
授
与
さ
れ
た
﹁
色
紙
﹂・
﹁
福
笹
﹂

を
お
持
ち
の
方
は
︑
大
人
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生

円
30

▢場

▢問
深
川
江
戸
資
料
館
︵
白
河

�
︱

�
︱

︶
28☎
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�
月
�
日
︵
火
︶
・
�
日
︵
水
︶

を
特
別
開
館
し
ま
す
︒
深
川
七
福
神

め
ぐ
り
の
際
に
も
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
︒

�
日
︵
水
︶
に
は
﹁
落
語
＆
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
演
歌
﹂
を
開
催
し
ま
す
︒

深
川
芭
蕉
庵
の
あ
っ
た
こ
の
地
で
初

笑
い
を
し
ま
せ
ん
か
︒
出
演
は
地
元

の
落
語
家
・
昔
昔
亭
桃
之
助
︑
桂
夏

丸
で
す
︒
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
街
か
ど
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
﹁
大
正
を
楽
し
む
会
﹂
も

出
演
し
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
火
︶
・
�
日
︵
水
︶

午
前
�
時
半
～
午
後


時
︵
入
館
は

午
後
�
時
半
ま
で
︶
※
史
跡
展
望
庭

園
は
午
前
�
時

分
～
午
後
�
時
半
︒

15

﹇
催
し
物
﹈
�
月
�
日
︵
水
︶
午
前
10

時
～
︑
午
後
�
時
～

※
い
ず
れ
も

▢費
大
人
�
�
�
円
︑

小
・
中
学
生

円
︵
観
覧
料
︶﹇
観
覧

50

料
割
引
﹈
�

月
�

日
︵
火
︶
・
�

日

︵
水
︶
に
限
り
︑
和
服
で
来
館
の
方
︑

深
川
七
福
神
め
ぐ
り
の
ご
開
帳
で
授

与
さ
れ
た
﹁
色
紙
﹂
・﹁
福
笹
﹂
を
お

持
ち
の
方
は
︑
大
人
�


�
円
︑
小

・
中
学
生

円
30

▢場

▢問
芭
蕉
記
念
館
︵
常
盤
�
︱
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﹇
広
井
政
昭
江
戸
独
楽
展
�
�
�
�
﹈

江
戸
独
楽
職
人
で
あ
る
広
井
政
昭

さ
ん
が
制
作
し
た
江
戸
曲
独
楽
や
か

ら
く
り
独
楽
の
展
示
の
ほ
か
︑
独
楽

の
制
作
実
演
︑
独
楽
ま
わ
し
体
験
︑

販
売
を
行
い
ま
す
︒

▢時
�
月
�
日
︵
木
︶
～

日
︵
月
︶

15

※
�
日
︵
火
︶
は
休
館

▢費
無
料

▢場

▢問
深
川
東
京
モ
ダ
ン
館
︵
門

前
仲
町
�
︱

︱

︶

19

15
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保
育
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
や
︑

保
育
園
に
就
職
を
考
え
て
い
る
方
を

対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
︒
保
育

や
就
職
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
︑

区
内
の
保
育
施
設
運
営
事
業
者
と
の

就
職
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
︵
服
装

自
由
・
履
歴
書
不
要
︶
︒
ま
た
︑
本

フ
ェ
ア
を
通
し
て
就
職
が
決
ま
っ
た

方
に
は
︑
就
職
祝
い
と
し
て
区
内
共

通
商
品
券
を
贈
呈
し
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
日
︶
①
午
前

時

21

11

～
午
後
�
時

分
②
午
後
�
時

分

15

15

～
�
時

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー

�
階
①
研
修
室
②
レ
ク
ホ
ー
ル
︵
東

陽
�
︱

︱

�
︶
▢人
保
育
士
︑
看

11

護
師
︑
栄
養
士
等
︑
保
育
園
で
働
き

た
い
方
︒
未
経
験
の
方
︑
資
格
の
な

い
方
も
大
歓
迎

▢費
無
料

▢内
①
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
︵
保
育
の
分
野
で

活
躍
す
る
講
師
︑
こ
う
と
う
若
者
・

女
性
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
講
演

会
︶
②
就
職
相
談
会
︵
区
内
の
私
立

保
育
園
︵
認
可
︑
認
証
等
︶

法
人

25

が
参
加
予
定
︶
︑相
談
コ
ー
ナ
ー
︵
区

内
保
育
施
設
の
現
役
保
育
士
︑
こ
う

と
う
若
者
・
女
性
し
ご
と
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
相
談
︶
︑ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
︵
出

展
事
業
者
プ
レ
ゼ
ン
︵
就
職
相
談
会

に
出
展
す
る
保
育
施
設
運
営
事
業
者

に
よ
る
自
園
の
Ｐ
Ｒ
︶
︑
保
育
の
現

場
で
役
立
つ
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
講

演
︶
▢保
未
就
学
児
︵
無
料
︒
当
日

申
込
順
︶

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
保
育
課
保
育
支
援
係
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協
働
事
業
提
案
制
度
で
採
択
さ
れ
︑

今
年
度
区
と
協
働
実
施
し
て
い
る
事

業
﹁
地
域
障
害
者
交
流
事
業
さ
る

え
﹂
の
実
施
状
況
等
の
中
間
報
告
会

を
行
い
ま
す
︒
本
事
業
の
実
施
団
体

で
あ
る
︵
一
社
︶
江
東
ウ
ィ
ズ
が
︑

取
り
組
み
成
果
等
に
つ
い
て
報
告
す

る
ほ
か
︑
採
択
に
か
か
る
審
査
を
行

っ
た
﹁
江
東
区
区
民
協
働
推
進
会
議
﹂

の
委
員
が
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
︒

※
報
告
さ
れ
る
実
施
事
業
の
概
要
や

当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
︒

▢時
�
月

日
︵
水
︶
午
後
�
時
半

31

～
�
時
半

▢場
江
東
区
文
化
セ
ン
タ
ー


階
第

�
・
�
会
議
室
︵
東
陽
�
︱

︱

�
︶

11

▢人
協
働
事
業
や
市
民
活
動
に
関
心

の
あ
る
区
民
の
方
︑
区
内
で
活
動
す

る
市
民
活
動
団
体
の
方

人
程
度

20

︵
先
着
順
︶
▢費
無
料

▢保
�
歳


か
月
以
上
の
未
就
学
児

人
︵
申
込
順
︒
�
月
�
日
︵
火
︶

10～

日
︵
木
︶
に
電
話
で
申
込
︶
※

11
定
員
に
な
り
し
だ
い
終
了
※
申
込
み

が
�
人
に
満
た
な
い
と
き
は
実
施
不

可
と
な
る
場
合
あ
り

▢申
当
日
直
接
会
場
へ

▢問
地
域
振
興
課
区
民
協
働
推
進
担

当
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家
族
の
介
護
と
仕
事
の
両
立
が
難

し
い
と
感
じ
て
い
る
方
︑
不
安
に
思

っ
て
い
る
方
向
け
の
講
座
で
す
︒
�

回
目
は
︑
介
護
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
︑

工
夫
を
学
び
︑
参
加
者
同
士
で
悩
み

を
共
有
し
ま
す
︒
�
回
目
は
︑
介
護

を
し
な
が
ら
手
軽
に
作
れ
る
料
理
を

紹
介
し
ま
す
︒
介
護
の
負
担
を
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
た
め
の
情
報
と
コ

ツ
を
学
び
ま
し
ょ
う
︒

▢時
�
月

日
・
�
月
�
日
︵
日
曜

28

全
�
回
︶
午
後
�
時
～
�
時

▢場
男

女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
第
�
・

�
研
修
室
・
調
理
実
習
室
︵
扇
橋
�

︱

︱

�
︶

22▢人
介
護
中
の
方
︑
介
護
予
定
の
あ

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
︑
恋
人
間
で
起

こ
る
暴
力
で
す
︒
暴
力
に
は
︑
相
手

を
好
き
だ
か
ら
束
縛
す
る
︑
ひ
ど
い

言
葉
を
投
げ
つ
け
る
な
ど
も
含
ま
れ

ま
す
︒
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
交
際
経
験
が

あ
る

代
の
女
性
だ
け
で
は
な
く
︑

10

男
性
に
も
起
き
て
お
り
︑
被
害
者
は

﹁
自
分
が
悪
い
﹂
と
思
い
込
み
︑
被

害
に
気
づ
き
に
く
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
︒
若
者
の
恋
愛
事
情
を
知
り
︑
こ

ど
も
た
ち
が
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
よ
う
に
︑
周
囲
の
大
人

が
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
︑
柔
軟

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
︒

▢時
�
月
�
日
︵
土
︶
午
前

時
～

10

正
午

▢場
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン

タ
ー
�
階
第
�
・
�
研
修
室
︵
扇
橋

�
︱

︱

�
︶
▢人
学
校
関
係
者
︵
教

22

師
・
養
護
教
諭
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
︶

お
よ
び
中
学
・
高
校
生
の
保
護
者
30

人
︵
申
込
順
︶
▢費
無
料

▢師
吉
祥
眞

佐
緒
︵
ア
ウ
ェ
ア
事
務
局
長
︶
▢保

幼
児
︵
�
歳


か
月
～
就
学
前
︶
10

人
程
度
︵
無
料
︒
申
込
時
要
予
約
︶

▢申

月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

12

26

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
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る
方

人
︵
申
込
順
︶
▢費
�

�

�

30

円

▢師
松
村
美
枝
子
︵
介
護
生
活
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
︶
︑
二
村
絵
美
︵
管
理

栄
養
士
︶
▢保
幼
児
︵
�

歳



か
月

～
就
学
前
︶

人
程
度
︵
無
料
︒
申

10

込
時
要
予
約
︶

▢申

月

日
︵
火
︶
午
前
�
時
か

12

26

ら
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
に

電
話
ま
た
は
窓
口
で
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▲広井政昭氏制作風景

▲獅子舞の演舞▲太神楽




